
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 2 3 0 2 4 2 0 0 13 12 5

3 1 1 1 0 1 2 0 1 10 10 10

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊   投     5 1 0 0 三失 投ゴ 中飛 四球 一邪 三失

2 中   遊     6 3 2 1 三振 二失 三振 投安 右２ 二ゴ

3 右         5 3 2 2 投ゴ 中２ 中安 遊選 投飛 打妨

4 捕         6 1 1 2 投ゴ 右３ 三振 遊選 三振 投ゴ

5 一         5 1 1 4 遊失 捕ゴ 遊ゴ 右安 三失

6 三         5 2 2 0 遊安 二ゴ 右３ 三振 一ゴ

7 左         5 0 1 1 三振 三振 中安 中飛 投ゴ

8 二         4 0 2 1 左２ 左安 三ゴ 三振

8   打 中     1 0 0 0 三振

9 投   二     5 2 1 0 三振 三振 中安 一失 三振

          

          

          

          

          

47 13 12 9

7

2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 捕         4 3 2 1 四球 四球 三安 三邪 中安 三ゴ

2 中         4 2 0 0 三振 投失 三振 三ゴ 死球 四球

3 投         6 1 2 1 二ゴ 三ゴ 三失 左安 右安 中飛

4 遊         4 2 3 2 右安 四球 三ゴ 中安 右安 中犠

5 三         4 1 1 0 左安 三振 死球 二失 死球 投ゴ

6 一         4 0 2 1 死球 右安 右安 二ゴ 三ゴ

7 左         3 1 0 1 四球 右ゴ 三振 三振 四球

8 右         3 0 0 0 三振 投ゴ 三振

8   右       1 0 0 0 三振 四球

9 二         5 0 0 0 三ゴ 一失 三ゴ 投ゴ 遊飛

          

          

          

          

          

38 10 10 6
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■日時 平成30年8月16日(木) 晴れ 沖縄県立泊高等学校 通信制　対　石川県立小松北高等学校

■球場 府中市民球場 第1試合　2回戦 ■試合時間 2時間41分 ■備考

■審判 球審：須田　　　塁審：粟村　　山田　　河村　

出場校名 代表地区

泊・通 沖縄

小松北 北陸・石川

泊・通

ポジション 氏名

内　間　安　恒

田　端　大　夢

当　山　貴　久

玉　城　翔　大

玉　城　凌　賀

具　志　隆一郎

砂　川　将　平

比　嘉　優　貴

譜久島　利　勇

山　城　海　人

合計 　残塁：9　　併殺：0

備考

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打 三振 四球 自責

山　城　海　人 玉　城　翔　大 山　城　海　人 41 10 8 8 4

内　間　安　恒 内　間　安　恒 9 0 0 3 1

小松北

ポジション 氏名

橋　本　大　希

新　郷　翔　貴

長　濱　透　和

中　嶋　　　晋

森　瀬　パウロ

森　　　海　斗

坂　中　亮　太

源　田　寿　和

松　尾　飛　勇

今　井　雄　貴

合計 　残塁：13　　併殺：

備考

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打 三振 四球 自責

長　濱　透　和 橋　本　大　希 長　濱　透　和 49 12 12 1 9

■戦評

　２回戦府中球場の第１試合は、３０年ぶり３回目出場の沖縄県代表・県立泊高校・通信制と１回戦を主戦長濱の力投により制した石川県立小松北
高校の対戦となった。試合は序盤から激しい点の取り合いとなった。小松北は初回４番中嶋の適時安打や押出などにより３点を先制すると２回３回
に相手のミスを逃さず１点を追加する。一方の泊も２回８番比嘉の適時二塁打などで２点を返すと３回３番当山４番玉城(たましろ)の連続適時安打な
どで３点を奪う。５－５で迎えた４回小松北は６番森の適時安打で１点を勝ち越すが、５回泊が７番砂川の適時安打などで２点を奪い再び逆転に成功
する。勢いに乗った泊は６回５番玉城(たまき)の２点適時安打などで４点を奪うと７回にも２点を追加し点差を広げる。粘る小松北も６回に１点７回に３
番長濱の適時安打などで２点を返すと、９回４番中嶋の犠飛により１点を奪うが反撃もここまで。両チーム合わせて２２安打２３得点の乱打戦は１３－
１０で泊が勝利し、ベスト８に進出した。一方この試合は大量失点を喫したものの２試合１８イニングを１人で投げ抜き３７奪三振を記録した小松北主
戦長濱の投球は実に見事であった。


